
引き揚げ・抑留を　  縁に次世代の人材育成交流へ

▲舞鶴市とリシタン地方との人材育成交流に関する
覚書交換式

▲東京五輪柔道代表選手団の歓迎セレモニー

▲入国前の1期生と日星高生とのオンライン交流

▲近畿能開大京都校での金属加工の実習

▲来年度留学予定の３人

引
き
揚
げ
・
抑
留
を
縁
に
交
流

舞
鶴
市
に
は
、戦
後
13
年
間
に

わ
た
り
中
国
や
旧
ソ
連
方
面
か
ら

引
揚
者
を
受
け
入
れ
る
引
揚
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
抑
留
さ
れ
た
日
本

人
の
多
く
は
、舞
鶴
港
に
引
き
揚

げ
ら
れ
た
と
い
う
縁
か
ら
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
と
の
交
流
が
始
ま
り
、

そ
の
分
野
は
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、人

材
育
成
な
ど
多
方
面
に
広
が
り
続

け
て
い
ま
す
。

 東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交

流
で
活
発
化

２
０
２
１
年
の
東
京
五
輪
で
は

全
国
47
都
道
府
県
の
５
３
３
自
治

体
が
、大
会
に
参
加
し
た
国
・
地

域
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
り
ま
し

た
。舞
鶴
市
は
、２
０
１
６
年
に
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
登
録
さ
れ
、こ
れ
が
大
き
な
転

機
と
な
り
、２
０
１
８
年
か
ら
市

内
で
レ
ス
リ
ン
グ
や
柔
道
の
合
宿

を
実
施
。本
大
会
で
は
、柔
道
代
表

選
手
団
を
受
け
入
れ
、舞
鶴
で
直

前
合
宿
を
行
い
、コ
ロ
ナ
禍
で
制

約
は
あ
り
ま
し
た
が
、心
を
込
め

た
お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。

人
材
育
成
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ガ
シ
ー
に

東
京
五
輪
で
は「
未
来
へ
の
継

承
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、単
に

東
京
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
し
て
で
は
な
く
、大
会
終
了

後
も
含
め
、世
界
全
体
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
前
向
き
な
レ

ガ
シ
ー（
遺
産
）を
残
す
こ
と
が
基

本
計
画
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、こ
の
考
え
方
に
基
づ

き
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
交
流
で
築
い
た
信
頼
関

係
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

２
０
１
９
年
、フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
リ

シ
タ
ン
地
方
と
の
間
で
人
材
育
成

交
流
に
関
す
る
覚
書
を
交
換
。
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
発
展
に
寄
与
す

る
産
業
技
術
、介
護
福
祉
、農
業
の

３
分
野
で
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人

の
人
材
育
成
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、友
好
関
係
を
深
化
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
留
学
生

が
舞
鶴
へ

近
畿
能
開
大
京
都
校
に
通
う
留

学
生
は
、イ
ギ
タ
リ
エ
フ
・
シ
ャ

フ
ゾ
ッ
ド
さ
ん
、イ
シ
モ
イ
ロ
フ
・

イ
ザ
テ
ィ
ロ
さ
ん
、ト
ジ
ボ
エ
フ
・

ミ
ル
ゾ
ラ
フ
マ
ッ
ト
さ
ん
の
３

人
。
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
操
る

３
人
は
、リ
シ
タ
ン
地
方
に
あ
る

日
本
語
学
校「Noriko

学
級
」
で

日
本
語
を
学
び
ま
し
た
。本
来
は
、

２
０
２
１
年
に
留
学
す
る
予
定
で

し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
入
国
制
限

に
よ
り
渡
航
が
か
な
わ
ず
延
期
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、日
本
語

の
自
主
学
習
や
日
星
高
校
の
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
と
の
数
学
の

教
材
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

を
続
け
、よ
う
や
く
留
学
が
実
現

し
ま
し
た
。

生
産
技
術
科
で
勉
強
に
励
む

学
校
で
は
、３
人
と
も
製
品
の

設
計
か
ら
加
工
・
組
み
立
て
調
整

ま
で
、も
の
づ
く
り
の
知
識
と
技

術
を
幅
広
く
学
ぶ
生
産
技
術
科
を

専
攻
し
て
い
ま
す
。現
在
、１
年
生

の
後
期
日
程
を
履
修
し
て
お
り
、

４
月
か
ら
２
年
生
に
進
級
す
る
予

定
。
合
計
２
年
間
の
学
習
を
経
た

後
、来
春
か
ら
舞
鶴
市
内
で
の
就

労
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、卒
業
後
の
３
年
間
を

市
内
で
働
く
こ
と
を
条
件
に
入
学

金
と
授
業
料
の
返
還
を
不
要
と
す

る
奨
学
金
制
度
の
ほ
か
、ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
金
を
財
源
に
日
本

へ
の
渡
航
費
や
２
年
間
の
生
活
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
な
ど
に

よ
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

２
期
生
が
４
月
に
留
学
予
定

昨
年
12
月
、新
た
に「Noriko

学

級
」の
生
徒
３
人
が
近
畿
能
開
大

京
都
校
を
受
験
し
、見
事
全
員
が

合
格
。４
月
か
ら
２
期
生
と
し
て
、

ア
ブ
デ
ィ
エ
フ
・
マ
ラ
ッ
ト
さ
ん
、

ア
ブ
ド
ゥ
コ
デ
ィ
ロ
フ
・
テ
ム
ル

ベ
ッ
ク
さ
ん
、ア
ン
ヴ
ァ
ロ
フ
・

オ
リ
フ
ホ
ン
さ
ん
が
留
学
す
る
予

定
で
す
。

今
後
も
、リ
シ
タ
ン
地
方
か
ら

留
学
生
を
受
け
入
れ
、卒
業
後
、市

内
の
事
業
所
で
働
き
、専
門
技
術
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を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、本

国
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、市
内
で
の
優

秀
な
外
国
人
材
の
就
労
や
定
住
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流
都
市「
舞
鶴
」と

し
て戦

後
の
引
き
揚
げ
と
抑
留
の
歴

史
を
き
っ
か
け
と
し
て
結
ば
れ
た

舞
鶴
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
縁
は
、

東
京
五
輪
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流

に
よ
っ
て
、そ
の
歴
史
に
貴
重
な

１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
、後
世
に
伝
え

て
い
く
べ
き
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

歩
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、国
際
交
流
都
市
と
し

て
、多
面
的
な
交
流
を
行
う
こ
と

で
、多
様
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

昨春、ウズベキスタン出身の3人の青年が、近畿職業能力開発大学校京都校（以
下、近畿能開大京都校）に留学してから1年がたとうとしています。彼らは舞鶴市
とウズベキスタン共和国フェルガナ州リシタン地方との産業技術人材育成交流の
一環で同校に留学する1期生。2年間学習し、舞鶴市内での就労を目指します。

今回、市のウズベキスタンとの関わりや留学生3人が舞鶴でどのような生活を送っ
ているのかを紹介します。　　　　　　　　　　　　　《みなと振興・国際交流課》
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